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第 53回釜ヶ崎反失業メ姜デー参力囲者の

連合メーデー会場の清掃の仕事を募集しま

メーデー会場の掃除・片付け 約 5時間ほど う700円 (手取

百羊しくケま080-二 5305-5996、  O伊 6582峰 4247

から抽選で、

す。(23日 まで)
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